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開陽三輪哲郎さん ｡牧子さん(Ⅲ姓･斉藤）豊作を期待したいと話す哲郎さん･牧子さん

工
務
、
ビ
ー
ト
十
二
灯
を
作
付
す
る
畑

作
専
業
農
家
。
こ
の
三
輪
農
場
の
後
継

者
と
し
て
現
在
修
業
中
と
い
う
の
が
民

男
さ
ん
の
長
男
・
哲
郎
さ
ん
二
十
叫
歳
。

哲
郎
さ
ん
は
、
今
年
九
月
十
七
日
、
房

川
喜
延
様
ご
夫
妻
の
ご
媒
灼
に
よ
り
、

牧
子
さ
ん
二
十
孔
歳
と
結
婚
式
を
ｆ
げ

た
ば
か
り
の
熱
あ
つ
新
婚
カ
ッ
プ
ル
で

す
。哲
郎
さ
ん
は
、
地
元
開
陽
の
小
中
学

校
を
卒
業
後
、
農
業
の
基
礎
知
識
を
学

ぶ
た
め
、
中
標
津
農
業
高
校
に
進
学
。

し
か
し
、
高
校
で
は
酪
農
主
体
の
授
業

が
多
く
、
同
級
生
の
中
で
も
畑
作
経
営

は
、
哲
郎
さ
ん
を
含
め
て
二
人
だ
け
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
農
業

収
穫
の
秋
、
牛
馬
鈴
し
ょ
作
付
農
家

で
は
、
掘
り
取
り
作
業
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
て
い
ま
す
。

中
標
津
町
農
協
内
で
は
．
馬
鈴
し
ょ

耕
作
農
家
は
旧
十
七
一
月
内
二
十
．
一
戸

が
馬
鈴
し
ょ
専
業
農
家
で
す
。

開
陽
地
区
の
三
輪
民
男
さ
ん
は
、
几

十
五
鯵
の
経
営
面
積
に
馬
鈴
し
ょ
三
十

匁西

【戴

蟇鯉
鑿

り
組
む
鉦
、
で
、
今
は
掘
り
取
り
作
業

の
真
っ
最
中
。
猫
の
手
も
借
り
た
い
く

ら
い
の
忙
し
さ
と
い
い
ま
す
。

三
輪
さ
ん
の
馬
鈴
し
ょ
作
付
は
、
澱

源
用
が
主
体
で
、
作
付
の
几
○
訂
が
澱

粉
用
に
加
而
、
そ
の
他
は
種
い
も
と
生

食
用
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
「
将

来
的
に
は
生
食
部
門
に
力
を
入
れ
て
行

き
た
い
」
と
哲
郎
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

「
自
由
化
の
中
で
澱
粉
価
裕
は
下
が
る

い
つ
ぽ
う
で
、
コ
ス
ト
低
減
に
努
力
し

て
も
限
界
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
丙

俵
近
い
収
量
を
取
ら
な
い
と
澱
源
主
体

で
は
や
っ
て
行
け
な
い
」
と
の
本
音
も
。

「
将
来
に
向
け
て
、
輪
作
体
形
を
充
実

さ
せ
、
天
候
や
連
作
障
害
に
打
ち
勝
つ

Ⅲ
作
と
も
共
通
し
、

高
校
時
代
勉
強
し
た

事
が
現
在
も
生
か
さ

れ
て
い
る
と
か
。

高
校
卒
業
後
は
家

業
に
就
き
、
実
戦
の

巾
で
畑
作
経
営
に
取

の
基
本
と
す
る
土
作
り
の
曲
で
は
酪
農
、

倶白■

iiiii雷《

刷
場
符
哩
が
必
要
だ
」
と
も
話
し
ま
す
。

一
〃
の
牧
子
さ
ん
は
、
中
標
津
高
校

を
卒
業
後
、
菱
和
道
路
株
式
会
社
と
い

う
舗
装
道
路
を
作
る
会
社
の
事
務
員
と

し
て
勤
務
、
折
郎
さ
ん
と
は
四
年
前
に

牧
ｒ
さ
ん
の
友
だ
ち
を
通
し
て
知
り
合

っ
た
と
言
い
「
農
業
の
事
は
何
も
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
家
の
巾
で
一
人
で
い
る

よ
り
哲
郎
さ
ん
と
一
緒
に
働
け
る
の
が

農
業
の
一
番
良
い
所
か
を
」
と
話
す
牧

十
さ
ん
。

十
Ⅱ
下
旬
か
ら
は
馬
鈴
し
ょ
の
他
に

ビ
ー
ト
の
収
極
作
業
も
始
ま
り
益
々
忙

し
く
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
昨
年
以
上

の
出
来
秋
を
期
待
し
た
い
と
畑
を
見
つ

め
る
輝
郎
さ
ん
と
牧
子
さ
ん
で
す
。

来年にはジュニアが誕生とか

,’ 



大
き
な
イ
モ
沢
山
掘
れ
た
よ
豆

虎要＝、

－区画で10観以上の大きなつぷのそろった伯爵が収穫できました

土
に
触
れ
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
う
と

共
に
、
初
秋
の
一
日
を
家
族
で
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
「
じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
ま

つ
り
＆
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
、
九
月
三

日
、
町
内
南
中
の
特
設
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
中
標
津
町
農
協
青
年

部
と
異
業
種
交
流
を
持
つ
商
工
会
青
年

部
、
町
観
光
協
会
が
主
催
し
、
今
年
で

一
八
同
目
の
開
催
。
秋
の
恒
例
の
催
し
と

し
て
定
着
し
、
会
場
に
は
延
べ
五
千
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

い
も
掘
り
会
場
で
は
、
畑
に
植
え
ら

れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
家
族
連
れ
が
、
シ

ャ
ベ
ル
や
鍬
な
ど
で
次
々
と
掘
り
上
げ

ビ
ニ
ー
ル
袋
い
つ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
で

い
ふ
ま
●
し
労
坐
。

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
会

で
は
、
も
ち
ま
き
や
生
パ
ン

Ｆ
』
傾
奏
、
サ
ケ
の
つ
か
み

ど
り
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
王
国

（’ 
=笂

場
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毎年恒例の｢おしりでlごン,女性の尻圧はすごい／ すばらしい演奏を披露してくれたＭＳの皆さん

自慧

"￣、

元気の良いサケにふり回されそうです.
ミニＳＬは子供たちの人気の敵

ﾐﾆSﾑﾜﾝちゃんｼｮｰに
人気が集まる

の
か
わ
い
い
犬
た
ち
の
シ
ョ
ー
、
さ
ら

に
各
種
ゲ
ー
ム
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど
、
子

供
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
場
内
で
は
、
牛
肉
丸
焼

き
コ
ー
ナ
ー
や
乳
製
品
、
野
菜
の
販
売

な
ど
農
畜
産
物
消
費
拡
大
の
出
店
、
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、
今
年
は

一
般
の
病
も
参
加
し
、
パ
ラ
エ
ー
プ
イ
な

メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
、
大
人
も
子
供
も
楽

し
い
初
秋
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ノ

)に大人も子供も挑戦／サケのつかみどＩ

j9rF､､ 

ＪＡ青年部考案､牛乳グッズ人気も売り上げも上々です

戸
ノ
ウ



放
牧
と
い
え
ば
、
観
光
客
に
は
北
海

道
酪
農
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
す
っ
か
り

定
着
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
北
海

道
全
体
で
は
草
地
面
積
の
一
割
程
度
、

根
室
管
内
で
も
二
割
強
し
か
放
牧
利
用

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
減
少
傾
向
は
最
近
止
ま
っ

た
と
も
一
言
わ
れ
ま
す
が
、
よ
り
一
層
の

頭
数
拡
大
を
す
べ
き
か
ど
う
か
悩
ん
で

い
る
人
の
中
に
は
、
今
後
と
も
放
牧
を

続
け
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

今
Ｍ
は
本
年
六
月
に
発
行
さ
れ
た
「
集

約
放
牧
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
中
か
ら
放
牧

技
術
の
経
営
的
特
性
に
つ
い
て
、
紹
介

し
ま
す
。

：
放
牧
す
る
人
、
止
め
る
人

放
牧
を
実
施
す
る
目
的
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
と
図
一
の
と
お
り
、
牧
草

放
牧
に
取
り
く
む

に
あ
た
っ
て

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

収
穫
や
飼
料
給
与
の
省
力
化
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
牛
の
健
康
や
牛
乳
生
産
の

増
大
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

｜
方
、
図
二
の
否
定
的
意
兇
と
し
て

は
生
産
の
不
安
定
さ
や
手
間
が
か
か
る

こ
と
が
上
げ
ら
れ
、
同
じ
放
牧
で
も
相

反
す
る
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
放
牧
ウ
エ
イ
ト
の
違
い
で
評
価
は

変
わ
る

こ
う
し
た
一
見
矛
盾
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
、
各
経
営
間
で
の
放
牧
依
存

度
合
の
違
い
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
図
三
に
は
、
夏
期
間
の
放
牧
依
存

が
中
途
半
端
だ
と
か
え
っ
て
労
働
時
間

が
増
加
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

允
分
な
採
食
が
保
障
さ
れ
な
い
放
牧

で
は
、
期
待
す
る
効
果
が
得
ら
れ
な
い

ば
か
り
か
放
牧
の
有
利
性
を
実
感
で
き

褥囹、

図２放牧を縮小または廃止する理由(根釧農演〕 図１放牧をしている理由(根釧農試〕〃
、
【
Ｕ

ロ
グ
【
△
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鑿轤

ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

三
、
放
牧
の
経
営
特
性
を
理
解

，
［
土
地
条
件
し
て
、
放
牧
利
川
を
決
定
し

Ⅲ
［
Ⅱ
Ⅱ
髄
か
貝
く
な
る
ょ
ぅ表一
に
ま
と
め
た
と
お
り
、

応
一
煮
地
に
余
裕
あ
り
放
牧
の
依
存
度
に
よ
っ
て
、
施

腫
コ
ス
ト
化
談
機
械
の
装
備
や
労
働
の
形

態
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
一
」

乳
且
向
上
う
し
た
条
件
を
整
え
な
が
ら
放

畔
鉋
ス
ト
レ
ス
牧
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
口
標

と
す
る
縫
営
成
果
を
約
束
す
る

，
衙
力
化

一
」
と
に
な
り
ま
す
。

牧
箪
地
の
集
約
度
合
や
頭
数

０
０
０
 

規
模
に
よ
っ
て
は
、
放
牧
依
存

度
を
高
く
で
き
な
い
場
合
も
あ

》｜癖蕊溌騨・その他釧挙鍼胖憶搾絲醗章や““
引
鬮
霞
…
…
の
内
容
を
検
討
し
て
下
さ
い
。

一
一
鐵
鞠
鞠
秋
艘
蒋
訓
怯
不
瞬
円
放
牧
主
体
酪
農
は
施
設
装

備
に
部
意

懸
辮
鋳
辮
・
手
間
が
川
か
る
北
海
道
の
放
牧
期
間
は
長
く

噛
蝋
栂
乳
成
分
低
下
て
も
鴎
ハ
ヵ
月
間
で
す
。
残
り
半

年
は
舎
飼
い
に
な
る
訳
で
す
か

灯
糠
瀧
〒
草
地
に
余
裕
難
ら
、
牛
舎
や
サ
イ
ロ
な
ど
の
施

．
・
・
・
Ｊ
乳
並
変
動
多
い
設
、
サ
ィ
レ
ー
ジ
調
製
用
や
給

餌
用
の
機
械
も
必
要
と
な
り
ま

⑩
ｏ
す
。

放
牧
期
に
い
く
ら
低
コ
ス
ト
で
牛
乳

1５１４ 

－|ｎ片
侭、■

〃



３カ月予報
北海道地方長期予報

ま
す
。
乳
牛
の
授
精
と
分
娩

を
規
則
的
仁
繰
り
返
す
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
更
新
、
淘
汰
と
う
ま

く
組
み
谷
わ
せ
て
牛
群
の
季

節
繁
殖
性
を
維
持
す
る
高
度

な
技
術
が
必
要
と
な
り
ま
ｒ

チ
モ
シ
１
主
体
草
地
で
の

放
牧
技
術
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
ま
だ
確
立
し
て
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
農
家
の
実

践
事
例
の
集
約
や
根
釧
農
試

生
産
し
た
と
し
て
も
、
舎
飼
期
の
装
備

が
負
担
と
な
っ
て
は
、
も
う
け
も
半
減

し
ま
す
。
経
営
成
果
を
考
慮
し
た
施
設

装
備
に
で
き
る
か
が
、
放
牧
主
体
経
営

の
課
題
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
例
と
し
て
大
部

分
の
牛
が
放
牧
期
間
巾
に
泌
乳
ピ
ー
ク

を
終
え
る
よ
う
季
節
繁
殖
が
考
え
ら
れ

勵
日
本
気
象
協
会
北
海
道
本
部

表１放牧のウエイトと経営要素の関係

放牧のウエイト

経堂要輿 内匿気
象
概
況
こ
の
期
間
、
初
め
天
気
は

周
期
的
に
変
わ
り
ま
す
が
、
後
半
は
気

温
の
変
化
が
大
き
く
、
日
本
海
側
で
は

曇
り
や
雨
ま
た
は
雪
の
日
か
多
い
で
し

よ
、
７
．

こ
の
期
間
の
気
温
、
降
水
學
眼
は
平
年

並
の
見
込
み
で
す
。

小Ｉ六 で
の
研
究
結
果
を
も
と
に
、
こ
の
地
帯

に
適
合
し
た
放
牧
経
営
の
確
立
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

舎内飼饗管理時間
放牧の管理鰐間
サイレージ鯛製時間
灘尿の散布鍔間

少
多
一
多
毛

厩

少
多
少
少

労働時凹
〆可

2賞本野｜鵜繋顔 索’１１

3土地利用｜鰹＃ 螢’３
配合飼料給与且

サイレージ給与国
放牧草採食量

少
多
多
｛無

少
少
峯４俸壷稔術

配合飼料費

多
多
妙
高薦

少
少
多
低5璽鬮｜遜鑑調料涜

生乳牛震コスト

放牧期飼料給与澱

(放牧パサイレージ）

ｋ屋kＥ
Ｏ３３ 

十
月
高
気
圧
と
低
気
圧
が
交
互
に
辿

り
、
天
気
は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し
よ

『
７
。

十
一
月
天
一
丸
は
周
期
的
に
変
わ
り
ま

す
が
、
時
々
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
っ

て
、
日
本
海
側
で
は
曇
り
や
雨
ま
た
は

雪
の
Ⅱ
が
多
い
で
し
ょ
う
。
気
湿
の
変

Ｆ牧草サィレージ鋼製「鑓蛎銅饒〆鐘$ｸﾗ凪房

、68酢::；（§.ｗＩ２６６１５１（100%）
〆／／戸放牧容雪

ぺ’617…･輔いⅧ2661551105（]03）
/一二一一

５７０．｜２００１５２１１１６（93） 
／三二一~－

１１３３１４４'１２６１(82） ５２３ 

射宕

２０２４ 

４０１７ 

６０１[ 

葎⑤

０ ２００４００６００８００１０００ 

(繍灘議學鵬Ｊ
図３放牧ウエイトの違いによる労働時僧

１２００[』1位Ｅ識I

桑舞

化
が
大
き
い
見
込
み
。

十
二
月
時
々
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な

っ
て
、
日
本
海
側
で
は
曇
り
や
雨
ま
た

は
雪
の
日
が
多
く
、
太
平
洋
側
で
は
暗

れ
の
Ⅱ
が
多
い
で
し
ょ
う
。
気
温
の
変

化
が
大
き
い
姑
込
み
で
す
。

ｲ.鼎守Ｚ， 放
牧
の
循
環
サ
イ
ク
ル
図

’ 

経堂要緊 内
放牧のウ員イト

小 六

Ｉ労働時1ｍ

内飼饗管理時間

放牧の管1国鰐､Ｈ

サイレージ鯛製時間
灘尿の散布鱈1ｍ

少

貢本投下
サイロ錘設

概拭装傭

土地利用
政牧ｊｔＩＩ

標草地

生壷痘術

配合飼料給与塁

サイレージ給与量

奴牧草採食冠 無 ， 

５愛園

配合飼料費

サィレージ飼料叉
旗牧草飼料費
生別‘龍産コスト

繭

多

多

高 少少多低



面
倒
と
思
わ
ず
色
々
な
所
へ

l鱸<女ｉｌｌｆＬ
鴬）

子さん
南武lと(酪股専業

井口伊津与
堅（51歳）

昭和19年５月26日、鹿児島

県生まれ。

中学卒業後、岐阜県の紡績
工場に７年間勤める。縁あっ

て中標津に住む、ご主人と知

りあい23歳で結婚。

現在、乳牛80頭を飼養する

酪農専業農家。家族は、ご主
人と祖母。

'－， 

｜
Ⅱ
Ⅱ
’
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Ｊ
Ａ
中
標
沖
婦
人
部
の
副
部
長
と
し

て
二
年
、
。
「
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
た
か

な
」
と
明
る
く
話
す
井
口
さ
ん
。
役
を

持
っ
た
当
初
は
、
と
ま
ど
い
の
連
続
で

し
た
が
、
今
で
は
組
織
の
中
心
と
な
り

活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
色
々
な
研
修
会
に
参
加
し
て
、
他

農
協
の
婦
人
の
方
々
に
会
い
、
意
見
を

勤欲にと１１１１
に的ながい
参にるとた
加婦Lてり
し人ともす
て部、勉る
い活意強こ

（Ｔ 

｢二れから察〈なIjまず､火の取扱いには気をつけて下さい／」

ま
心
す
。

あ
ま
り
か
た
皆
し
く
な
ら
ず
に
、
ざ

っ
く
ば
ら
ん
に
話
せ
る
場
を
婦
人
部
で

つ
く
っ
て
い
け
た
ら
、
と
今
後
の
活
動

に
対
し
て
も
積
極
的
で
す
。

ま
た
、
地
区
の
婦
人
の
方
々
で
つ
く

っ
て
い
る
防
火
ク
ラ
ブ
の
会
長
も
つ
と

め
る
忙
し
い
毎
日
・
会
員
三
十
一
人
で

消
火
器
の
使
い
方
や
応
急
処
置
に
つ
い

て
学
び
、
地
域
の
Ｉ
で
の
安
全
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

気
の
合
う
仲
間
同
志
で
、
カ
ラ
オ
ケ

の
会
を
つ
く
っ
て
楽
し
ん
だ
り
と
、
毎

Ｈ
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

仕
事
の
画
で
は
、
ご
主
人
の
精
一
さ

ん
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
経
営

を
支
え
る
伊
津
子
さ
ん
。
夫
婦
二
人
で

話
し
合
い
な
が
ら
、
仲
良
く
マ
イ
ペ
ー

ス
に
農
業
を
営
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

体
を
動
か
す
事
も
好
き
で
ミ
ヘ
タ
の

横
好
き
な
の
よ
」
と
い
い
ま
す
が
、
先

Ｈ
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
入
会
へ
参
加
す
る

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
現
役
。

「
面
倒
と
思
わ
ず
色
々
を
所
へ
出
て

み
る
事
か
人
切
。
大
変
な
行
事
を
終
え

た
後
の
光
実
感
が
い
い
」
と
、
こ
れ
か

ら
も
は
り
き
る
弁
ｎ
さ
ん
で
す
。

‘ 



合理化澱粉工場操業開始
農
協
合
理
化
澱
粉
エ
場
で
は
、
九
月
七
日
に
操
業
式
が
行
な
わ
れ
、
十
四
日
か

ら
受
入
れ
開
始
、
十
五
日
か
ら
本
操
業
に
入
り
ま
し
た
。

ＣＪｉ;j馬鈴Lよ42万俵を受け入れ計画＝~ﾌﾞ夢
６
出
来
秋
と
安
全
操
業
願
う

侭_、

操
業
式
で
は
、
神
主
の
祝
詞
の
あ
と

三
友
紐
合
長
の
ほ
か
耕
作
者
、
各
関
係

機
関
の
代
表
が
操
業
の
安
全
を
祈
願
し

毛
ぐ
し
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
祝
賀
会
に
移
り
、
組
合
長
が

「
天
候
不
順
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
坪
掘

り
な
ど
の
結
果
で
は
平
年
作
と
の
事
で

多
少
安
心
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
収
繼

に
向
け
生
産
者
衿
さ
ん
の
努
力
と
協
力
、

安
今
を
願
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、

馬
鈴
し
ょ
振
興
会
会
長
・
正
城
純
一
氏
の

出
来
秋
と
安
全
操
業
を
願
い
乾
杯
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
工
場
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
満
載

さ
れ
た
紅
丸
や
粉
ふ
ぶ
き
が
次
々
と
運

び
込
ま
れ
、
十
一
月
の
中
旬
ま
で
二
十

四
時
間
の
フ
ル
操
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ス
（
高
性
能

匡司

＝友組合長のスイッチオンてく|巣業開始

脱
水
機
）
の
澱
粉
粕
も
販
売
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
乳
牛
の
補
助
飼
料
と
し
て

ご
活
用
ｒ
さ
い
。
価
格
は
ノ
当
り
八
両

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

､蝿

蕊｛
トラックで次々と運び込まれる原料用馬鈴しよ 良質な澱粉がつぎつぎと作られてい誤す

夕



根
室
管
内
の
全
域
か
ら
百
八
十
．
頭

の
乳
牛
が
出
場
し
、
未
経
産
か
ら
経
産

ク
ラ
ス
十
三
部
門
で
乳
用
牛
の
機
能
、

優
美
性
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
は
、
全
国
各
地
で
ビ
ヅ
ク
シ
ョ

ウ
の
審
査
歴
を
持
ち
、
現
在
も
そ
の
手

腕
が
注
Ｈ
さ
れ
て
い
る
㈱
十
勝
家
畜
人

工
授
精
所
代
表
取
締
役
社
長
・
吉
川
広

司
氏
が
務
め
、
的
確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
で
細
部
に
わ
た
る
講
評
な
ど
観
戦
者

も
納
得
す
る
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
経
産
牛
の
最
高
位
に
は

Ｊ
Ａ
中
標
津
・
福
嶋
信
一
さ
ん
出
品
の

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
バ
リ
ア
ン
マ
ッ

ト
マ
リ
１
号
が
、
準
最
高
位
に
は
１

Ａ
別
海
・
本
間
山
厩
さ
ん
出
品
の
イ
ン

タ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
号
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

未
経
産
の
部
最
高
位
は
Ｊ
Ａ
上
春
別
。

根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

信
一一

ぎ

んJA中標津全道には13頭の出品権

橋
本
幸
二
さ
ん
州
品
の
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー

フ
ァ
ー
ム
ブ
レ
ー
ド
ピ
ー
タ
ー
チ

エ
号
、
準
最
高
位
に
Ｊ
Ａ
中
春
別
・
小

唇■、

平
成
七
年
度
の
根
室
一
を
決
め
る
、
根
室
生
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会

主
催
の
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
九
月
九
日
、
ホ
ク
レ
ン
根
室
地
区

家
畜
市
場
（
中
標
津
町
南
中
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

櫻
坐”

高
位
Ｐ
輝
く

野
寺
進
さ
ん
出
品
の
ブ
ラ
ィ
ト
ネ
ス

ユ
ー
コ
デ
イ
ロ
ン
号
が
そ
れ
ぞ
れ
撰

ば
れ
ま
し
た
。

/信一

Ｐ 

最高位に輝いたハッビーランドパリアンマットマリー号と共に福嶋さんご夫妻

ｐ
■
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p 

■●ＯＧ 
■ 

■● 
●Ｃ 
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巳

■■ 
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；曇桜井幸一さんも゛Ｈ
１も経産準々；
.｡.チャンピオンに．．

■ 
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管内の名牛が並んだ共進会

グノｸリ



零蕊
Ｊ
Ａ
中
標
津
か
ら
は
三
－
八
頭
が
川

賊
さ
れ
、
経
産
の
部
最
高
位
に
選
ば
れ

る
な
ど
各
部
門
で
多
数
の
上
位
入
賞
と

な
り
、
十
一
一
頭
が
全
道
共
進
会
川
品
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

チャンピオン牛､出品者､関係者と共に

扉勇

ジュニア特別クラスでは､将来を担う後継者がリードマン 審査を努めた吉川広司氏

JＡ中標津各部入営牛

成績割 名号

ｲーエルプイエバアンテシペーションレイダー
カーネーションポリゴールドバック

ティーエムクレイシントニー
シルフィードマジエールカーネーション

氏名造出品

]等２席
l等３席

1部
1部

久保剛
脇付稔

。
。

ｌ等２席
2等４膳

２部
２部

富沢貢
山崎幸雄

⑥ 

３部｜」等３席ハッピーランドゴールドナイト

鵬福凧１－：４部ｌ等２席デコールマリナーゴールド
乙國

部
部

５
５
 

2等２席
2等３膳

ハッピーランドマスターパリアントキッティ
オークデールウイローシルパーローデト
アットランドマラソンスターマグ
パクラマーシルパーマグネッティ

サニーデーノレミステイレーモン
シルフィードラッシ_マソト

福嶋信一
横、光彰

⑥ 

６部
６部

l等３冊
２等１席

久保剛
桜井幸一

｡ 

８部
８部

ｌ等３席
２等３席

弾正原’1；
lllIl1if素雄

川村清身

。

9部’２鑿３席オレーターパリアントコビーライト
10部

席
席
席

１
２
３
 

華
守
等
等

２
２
２
 

サニーデールネリートリプルパーク
ローマンデールうぐリンセスマリー
ハッピーランドクリスタンジャスティンスギ

弾正原正
川村清身
福嶋信一

ＢＩｇ ◎ 

11部 I等１勝
Ｌ等21,'if
2等３席
２等４l'1Ｆ

ハッビーランドパリアントマットマリー
ミスティドリームパリアント
マドキャップソブリンタイロー
ハッピーランドアイデアルクリスチナコピー

BＴｉ 隅嶋・信一
桜井索一
森一F秋
棉l鴫信一

。
。

12部 l等１鵬 １１系クラス、Ｉリオレーターゴピーライト
娘１，オレーターベリアントコビーライト
娘２，リパーピレッジロックリンマオレーター

川村清身

ｃ
ｃ
 

13部 ジュニア特別クラス
アースイーストマックスゴールド２笄２席 佐々木尚洋

ダダ

部 成績 二芦ｳﾞニ 氏名 造出品

１部
’書1（

己等２席
l等３勝

イーエルプイエバアンテシﾍﾟｰｰｼﾆｺﾞﾝレイダ､.
カーーネーションポ;ｊゴーールドバック

久保剛
福↓1.稔 。。

２部
２部

l等２席
2等４席

フーイー‐堀ムクレイシントー.

シルフィードマジエールカーネーシ:ﾖン
富沢貢
'1:崎：櫻

｡ 

３部 上等３席 ハツヒーフンドコーールドナイト 福I鳴信一一 ｡ 
４部 ﾕ等２席 フ守。、,ルマiﾉーナー。､一ルド 性 木昭雄 。
5部
5部

2等２席
2等３膳

ハッピーフンドマスターパ;ノアン!、キッティ
オークデールウイローシルバーロ…デト

掘
枇

信佃
光彰

。

6部
6部

１等３Hif
２等１席

ﾉｰｯ|､フンドマラソンスタ・・マグ

パクラマーシルバーマグネッティ
剛

幸・‐
｡ 

8部
8部

l等３膳
２等３席

､り゛ニー‐デ・ルミステイレーモン

シルフイードラッシーマット
l昌原l1H
iii幸雄

。

９部 ２等３席 オレ・・ターーバリ.γン卜．t-i--ライｉ、 ;j、満身
10部 ｚ等1膳

2等２膳
２等３席

サニーヴ'一ルネリー‐トリプルパークＢＰ
rルーマンデールフ･リンセスマ:ﾉー

ハッピー・ランドク】ﾉスタンジャスティンスギ

;llijiH原正
脱村清身
福'嶋信一

｡ 

11部 I等］勝
上等21,'if
2等３席
２等４)i'iｆ

ハツビランＩぐバリアントマットマリーＢＵ
ミステイ１ぐリーームパリアント
マドキャツプソプiノンタイロ．
'､ツ:`P_ランドアイデアルクlノスチブーコ!:ｆＬ．

稲嶋慌一
桜井索・
森千秋
縞l鳴信．

。。

12部 Z等１席 I眈系クラス、１リリオレーータ－．コと:ゲーライ!、
娘１、オレ・‐ターパリアン:、コビライト
娘２，リバーーピレッジ生ﾌックリンマオレーター

)||ﾎﾐﾌﾞ清身
。。

13部

2等２席
ジュニア特別クラス

ア､‐スイーストマックスゴールド 佐々木尚祥



第
三
十
九
回
中
標
津
観
光
ま
つ
り
で

笑
施
さ
れ
ま
し
た
、
農
協
ふ
れ
あ
い
広

場
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
祝
開
町
五

十
年
記
念
超
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
で
み
ご

と
東
京
デ
ィ
ズ
’
’
１
ラ
ン
ド
二
泊
三
日

ペ
ア
ー
招
俳
を
射
止
め
ま
し
た
、
釧
路

市
の
伊
藤
さ
ん
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
へ
行
っ
た
時
の
写
真
と
お
便
り
が
届

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
．

楽
し
か
っ
た

蛍
」

東露は毛行壱ンｒ》一Ⅱ
優
勝
者
か
ら
お
便
り

今
日
は
、
こ
の
た
び
は
息
了
か
観
発

ま
つ
り
の
ク
イ
ズ
で
優
勝
し
、
ペ
ア
で

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
村
か
せ
て

も
ら
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

血
ｌ
Ｌ
Ｋ

<＝ 九
月
二
十
Ｒ
～
ニ
ー
ニ
側
の
間
に
行

き
、
思
う
存
分
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
親
子
共
々
心
よ
り
感
謝
し
て
お

り
ま
、
す
。

ホ
テ
ル
も
す
て
き
で
親
切
に
し
て
い

た
だ
き
楽
し
い
旅
行
で
し
た
。

来
年
は
息
子
も
中
一
に
な
る
の
で
、

こ
れ
で
親
子
已
人
で
行
く
の
は
最
初
で

＝=、

L、
海ウルトラクイズ催勝の伊藤匠さん上､下はお母さん

最
後
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
良
い
想
い

出
に
な
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

か
ん
た
ん
で
巾
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が

お
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
巾
標
瀧
川
の
蒜
々
の
発

腱
と
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。rIl1 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
 

浅=、

酪
農
実
習
生
受
入
協
議
会
で
受
入

れ
ら
れ
て
い
る
実
習
生
の
交
流
会
が

几
月
二
十
七
日
開
催
さ
れ
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
Ⅱ
参
加
し
た
の
は
中
国
研
修
生

『
人
を
含
む
道
外
か
ら
の
実
習
生
十

実習生
魚釣りで
楽しむ

酪農実習生交流会二
密

ＭｌＬＫ 

ＴＩＭＥ 



町
年
の
猛
暑
は
生
乳
の
需
給
環
境
岸

大
き
く
変
化
さ
せ
、
生
一
嬢
に
つ
い
て
は

戸
数
の
減
少
、
乳
牛
の
疲
労
、
受
胎
率

の
低
下
な
ど
に
よ
り
全
国
的
に
前
年
を

下
ま
わ
っ
た
巾
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

｜
方
、
消
費
は
乳
製
品
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
も
の
の
飲
川
向
け
は
依
然
と

し
て
好
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
小
、
地
区
酪
対
は
八
月

｜
Ⅱ
、
平
成
七
年
度
の
農
協
別
目
標
数

実
績
重
視
の
考
え
方

型
を
決
定
し
、
当
農
協
は
特
別
枠
を
含

め
、
八
万
八
千
七
百
二
十
一
一
一
火
の
配
分

量
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
実

績
対
比
Ⅱ
一
一
・
几
訂
に
相
当
し
、
現
在

の
能
産
水
準
か
ら
見
る
と
か
な
り
高
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

虐蜀

生乳需給の現状と
平成フ年度計画生産
農協目標数量(説12月に再調整の見込み

ま
た
川
荷
日
標
数
量
の
配
分
〃
法

が
変
更
に
な
り
、
前
年
度
川
荷
ｕ
標
数

量
四
－
一
計
、
前
年
度
出
荷
実
績
数
量
六

Ｑ
訂
と
な
っ
た
た
め
、
実
績
に
比
重
を

置
い
た
考
え
方
が
示
さ
れ
、
個
人
枠
の

配
分
も
こ
の
算
定
方
法
に
従
っ
て
設
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
考
え
方
は
、
第
三
期
化
乳
安
定

生
巖
対
策
期
間
｛
平
成
八
１
平
成
卜
年

度
）
に
つ
い
て
も
踏
襲
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
実
績
重
視
の
考
え
刀
が
一
層
鮮

明
に
打
ち
Ⅲ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
Ⅲ
示
さ
れ
た
農
協
目

標
数
量
は
、
計
阿
堆
産
の
達
成
に
向
け

て
ト
ー
月
に
再
調
整
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
り
、
こ
の
際
、
平
成
七
平
度
の
生
産

几
込
み
調
査
の
実
施
に
よ
り
．
計
咽
と

実
績
の
差
異
縮
小
を
図
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
今
回
個
人
別

廿
標
数
鐘
を
明
示
す
る
の
は
、
生
産
現

場
の
混
乱
と
生
歴
低
ｒ
を
引
き
起
こ
し
、

得
策
で
な
い
た
め
十
二
月
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

生
産
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
爽
績

づ
く
り
の
た
め
、
飼
料
給
与
の
工
夫
、

疾
病
の
予
防
、
繁
殖
管
理
の
徹
底
に
努

力
さ
れ
、
柴
乳
生
産
に
取
り
組
ま
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 ロ商

几
人
で
、
バ
ス
に
乗
り
一
路
標
津
川

の
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
へ
、
サ
ケ
の
力

強
い
遡
上
の
姿
を
兄
学
。
そ
の
後
、

武
佐
・
安
達
釣
り
堀
り
で
魚
釣
り
に
挑

戦
。
実
習
生
の
ほ
と
ん
ど
が
初
の
体

験
と
あ
っ
て
、
釣
れ
る
た
び
に
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
で
は
焼
肉
や
ア
サ
リ
、
イ
カ

焼
き
に
舌
つ
づ
み
、
小
に
は
自
分
で

釣
っ
た
魚
を
塩
焼
き
に
し
て
食
べ
た

り
と
、
和
気
あ
い
あ
い
の
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。

小雨まじりの天気でしたが楽しい交流会と菰ＵまＬだ、

ズダ



東
方
沖
地
震
の
発
生
か
ら
、
早
く
も

一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
く
ず
れ
た
道
路
、
破
損

し
た
牛
舎
住
宅
も
見
受
け
ら
れ
て
そ

の
影
響
の
大
き
さ
を
改
め
て
実
感
し
て

い
ま
す
。

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
忘
れ
る
い
と
間
も

無
い
様
に
次
々
と
地
震
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
と
も
い
わ

れ
ま
す
が
、
Ⅲ
常
の
忙
し
さ
と
、
継
済

的
な
理
巾
も
あ
っ
て
決
し
て
備
え
は
万

全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
｜
年
前
を
忘
れ

ず
に
Ⅲ
来
る
範
囲
に
お
い
て
允
分
な
対

応
を
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
も
、
地
震
の

様
に
大
き
な
出
米
事
が
次
々
と
起
き
て

い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
合
意
と
い
う
大
地
震
に
発
し
て

Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
関
税
の
引
き
下
げ
、
二
○
○

一
年
の
再
協
議
、
農
業
の
国
際
化
、
低

価
格
と
余
震
も
続
い
て
い
ま
す
。

牛
肉
の
自
由
化
に
伴
い
、
個
体
価
格

の
急
低
ｒ
、
そ
し
て
安
定
基
金
の
創
設

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
安
定
基
金
も
今

産

年
か
ら
Ｆ
１
と
乳
用
種
の
同
一
区
分
と

な
り
、
補
給
金
の
急
低
下
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

牛
乳
も
バ
タ
ー
の
在
庫
か
ら
生
産
調

整
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
ｎ
に
至
っ
て

６
生
産
の
凹
復
が
魁
わ
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。川
作
物
で
は
、
で
ん
粉
、
砂
糖
の
輸

入
増
加
に
よ
り
価
格
の
低
下
を
強
い
ら

れ
て
お
り
、
で
ん
粉
の
共
計
販
売
に
影

、rWi;二閂のたより……
J字＝、

象価をつ方然良すをもにい入道農き’にで響
利と格し親てのこる質がとｈｉ安正今なが物農特業こな主_なんが
益なとて（|;りゆｆＩＨのべな、然<義やつ人と業ににの流導方Ｉ）粉大
第つ経お綾<解応きも生のてで、てき比は加も流れに、そ共き
－て鴬り和とが分だの産様、あ、し〈較原工影オしがよ小う計〈
のいの、小忠、のとは者に亥る本ま、さ料業響は現|）売でがあ
経ま効農委い今対思応か１}'ｉ全様でい価れ高者が直わ、業す遅つ
済す率業員ま後１ｍつ分ら費でではま格、とがあ接れ価界・オＬて
界。と分会すはとてのす者、す安すり｜慨いｉｌＩｊ１ノ、ま格でて、
かい野で｡大いい対れはお・い･ききう賛ま閲し破はお平
らうで色切うま価ば求美事「代理者す機た壌大｜）成
兇二は々なこすが、め味がげわｌｔｌと。を。と手、六
れ点、と事と。あ安てしあのるでい問いス十ｆ'二
ばが支討にのつ全いいた対度、うわう｜－産
、対持議を相て、ま物か象合輸本ず大パ月の

"霊9､

日
本
の
農
業
は
極
め
て
効
率
の
悪
い
産

業
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

農
産
物
の
価
格
を
保
証
す
る
か
ら
、

農
民
は
甘
え
て
効
率
の
悪
い
経
営
を
す

る
と
い
い
た
い
様
で
す
。

｜
粒
の
種
子
を
数
行
倍
に
し
た
り
、

人
間
の
食
せ
な
い
草
を
牛
乳
、
牛
肉
に

作
り
上
げ
た
り
、
未
利
用
の
国
士
を
開

柵
す
る
な
ど
、
誠
に
農
業
は
効
率
の
良

い
仕
組
み
で
あ
り
、
農
民
の
勤
勉
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
無
料
、
無

限
の
力
か
ら
ｔ
を
通
し
て
、
人
類
の
食

織
生
産
を
普
も
今
も
未
来
も
作
り
出
す

も
の
で
、
無
か
ら
有
を
生
産
す
る
も
の

で
、
す
。

有
限
の
原
料
の
投
入
に
よ
っ
て
し
か

龍
産
Ⅲ
来
な
い
工
業
に
比
べ
れ
ば
、
な

ん
と
効
率
の
良
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

農
業
の
効
率
の
良
さ
と
、
必
要
性
、

そ
の
継
続
の
た
め
の
応
分
の
対
価
、
評

価
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
理
解
さ
れ
る

様
、
働
き
か
け
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

プヂ



開
催
Ⅱ
時
平
成
七
年
九
月
卜
九
日

開
催
場
所
中
標
津
Ⅲ
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

『
祈
規
就
農
の
対
応
に
つ
い
て

川
資
金
面
Ⅱ
を
も
っ
て
加
入
。

農
協
活
性
化
資
金
八
行
万
Ⅲ
（
利
子

補
給
）
以
内
を
対
応
し
て
い
く
事
を

決
定
す
る
。

二
、
各
種
制
度
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
、

農
機
具
ロ
ー
ン
｜
件
万
二
十
六
万
川
、

農
地
取
得
資
金
一
件
三
百
一
・
’
十
万
円
、

縦
宅
公
庫
資
金
一
一
件
一
一
一
千
二
百
五
十

万
円
、
ホ
ク
レ
ン
延
払
二
件
一
千
四

両
万
円
以
上
令
件
決
定
す
る
。

．
｝
｜
、
組
合
Ⅱ
皿
資
格
の
変
更
に
つ
い
て

脱
退
予
告
者
一
件
承
認
決
定
す
る
。

四
．
福
利
厚
生
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

・
育
蝿
貸
付
額
の
改
正
に
よ
り
、
高
校
、

大
学
就
学
の
場
合
、
貸
付
限
度
を
二

百
万
円
以
内
と
し
、
利
率
を
一
一
一
軒
に

決
定
す
る
。

瞳
筐
陰の
瞳
鰻

第
七
回
理
事
会

住
宅
貸
付
額
限
度
を
七
万
五
卜
万
円

と
し
、
利
率
を
一
一
一
訂
に
決
定
す
る
。

〈
協
議
事
項
〉

て
第
一
一
一
期
生
乳
安
定
生
産
対
策
に
つ

い
テ
」

二
、
平
成
七
年
度
化
乳
生
産
枠
の
設
定

に
つ
い
て

二
、
乳
質
改
善
対
策
に
つ
い
て

四
、
生
活
店
荊
建
設
候
補
地
の
検
討
に

つ
い
て

丘
、
自
治
監
査
の
Ⅱ
種
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

『
根
室
管
内
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

の
結
果
報
告
に
つ
い
て

「
、
災
壽
復
Ⅲ
資
金
の
利
率
改
定
に
つ

い
て

一
一
、
職
員
組
合
と
の
妥
結
に
つ
い
て

囚
、
受
収
配
当
金
の
報
告
に
つ
い
て

正
、
道
畑
対
の
経
過
に
つ
い
て

-ヨ
尼

■■ 

蕊
庁刃

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
に
あ
た
っ
て
の

意
見
、
騨
望
を
話
し
合
う
モ
ニ
タ
ー
会

議
か
九
月
二
十
五
Ｎ
、
㈲
広
栄
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
タ
ー
は
、
㈲
フ
ァ
ム
・
エ

イ
に
ヘ
ル
パ
ー
業
務
を
委
託
す
る
三
農

協
（
中
標
津
、
計
根
別
、
ｋ
春
別
）
の

Ｐ５=、

ヘ
ル
パ
ー
利
用
紺
什
か
ら
選
出
さ
れ
て

い
る
婦
人
の
方
々
・

会
議
で
は
、
数
回
利
用
に
よ
る
慣
れ

か
ら
の
気
の
ゆ
る
み
や
引
き
継
ぎ
の
内

容
充
実
、
惟
我
を
し
た
場
合
の
へ
ル
パ

ー
保
険
制
度
を
作
っ
て
ほ
し
い
な
ど
の

要
望
や
、
利
用
者
も
ヘ
ル
パ
ー
が
仕
事

を
し
や
す
い
環
境
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ど
の
意
兄
が
交
さ
れ
ま
し
た
．

利用者としての意見･要望が話されたモニター会議

えグ



ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
お
い
し
い
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
南
米
・
ア
ン
デ
ス
山

脈
原
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
経
由
し
て
、
Ⅱ
本
に
伝
わ
っ
た
の

は
十
七
世
紀
初
め
の
こ
と
。
こ
の
頃
は

ま
だ
観
賞
用
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
な

る
と
食
用
と
し
て
普
及
、
天
候
不
順
や

災
害
に
強
い
の
で
、
何
度
も
飢
鐘
か
ら

人
命
を
救
う
な
ど
、
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
出
来
な
い
主
要
な
食
料
と
な
り
ま

し
た
。

飽
食
の
時
代
と
な
っ
た
現
代
で
は
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
の
利
用
が
増

え
、
栄
養
の
か
た
よ
り
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

表１１００日中に含まれる主な成分

mｇビタミン､ｇ
鉄円，ｃ

食品名 Ｋｃａｌ 

エネルギー
ｇ 

犬Ａ』ばく縁室、

暇
順
一
塑
一
叩
一
い
い

2Ｈ 

ロ
ノ

Ｉ 

０
０
０
０
０
０
 

可
Ｉ
上
（
Ⅲ
Ｕ
・
ト
し
戸
『
叩
。
Ｉ
上
Ｆ
〔
Ｕ

ロ
ー
上
・
１
１
八
Ⅱ
Ｕ
（
Ⅱ
Ｕ
、
Ⅲ
Ｕ
（
Ⅲ
Ｕ

じゃが芋７７

FＭ さつま半 １２３ ［フ

lＲ レタス１２ Ｌ５ 

2Ｃ 

ｑ 
し

dＪＩ 
０
０
１
 

７
２
４
 

トマ卜１６

りん 、

北根室地区農業改良普及センター
巻やくつ２４

こ
れ
か
ら
は
野
菜
類
の
価
格
も
と
か

り
、
食
卓
に
の
ぼ
る
野
菜
の
量
が
少
な

く
な
り
が
ち
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ

ラ
ル
、
食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
毎
日
一
個
食
べ
て
、
健
康
的
を

食
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ポテト･パンケーキ

材料４人分

大４個

２個

すりおろして１／３力

１／２カップ

小さじ１／４

ジャガイモ

卵

たまねぎ

小麦粉

鐺

ｿブ
炉扇

（
作
り
方
］

：
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
皮
を
む
い
て
、
変

色
し
な
い
よ
う
に
水
に
つ
け
る
。

二
、
ポ
ー
ル
に
玉
ネ
ギ
、
卯
、
小
麦
粉

塩
を
入
れ
混
ぜ
る
。

｜
｜
｜
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
す
り
お
ろ
し
、
Ⅲ

巾
に
包
ん
で
軽
く
水
気
を
切
っ
て
、

二
に
加
え
る
。

Ⅲ
、
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
た
っ
ぷ
り

油
を
Ⅱ
き
、
パ
ン
ケ
ー
キ
の
櫛
を
落

と
し
て
う
す
い
丸
型
に
の
ば
し
、
中

火
で
阿
而
を
二
分
程
度
焼
く
。
キ
ツ

ネ
色
の
こ
げ
日
が
つ
い
た
ら
出
来
上

が
り
。

Ⅱ
、
し
ょ
う
ゆ
や
、
ア
ッ
プ
ル
ソ
ー
ス

な
ど
を
か
け
て
食
べ
る
。

プ‘

食品名 Ｋcａｌ 

エネルギー たんぱく 爬鉄
ビタミン､９

Ｂ１ Ｃ 

じゃが芋 １１ 2.0 0.5 0.1ユ 2３ 

さつま芋 ﾕｰ２ 0.5 0.:０ 3０ 

レタス 1２ 1.iｊ 2.2 ０．０５ 1３ 

トマト
pQJU 

-t｝ 0.7 0.3 0.05 2０ 

l）んＦ： 5０ 0.2 0.1 0．０１ 

きゃくつ 2４ 1.4 0.40.05 4４ 



ジャガイモとツナのグラタンホコホコの伯爵に
缶バターを添えて

【
作
り
方
］

ミ
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
皮
を
む
い
て
八
つ
に

切
り
、
水
に
卜
分
ほ
ど
さ
ら
し
て
水
気

庁

ヴーニ

ーー差

《!‘i:ＩｌＩ騨三恋《ﾆンⅡ
 

を
切
る
。
ミ
ー
ー
ト
マ
ト
は
ヘ
タ
を
取
る
。

．
》
、
鍋
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ
、
ひ
た

ひ
た
の
水
を
加
え
て
強
火
に
か
け
、

煮
立
っ
た
ら
火
を
弱
め
て
竹
串
が
す

っ
と
通
る
ま
で
十
一
丁
十
五
一
分
ゆ
で

る
。
オ
ー
ブ
ン
を
二
百
』
一
一
卜
度
Ｃ
に

熱
し
て
お
く
。

三
、
ツ
ナ
缶
は
油
を
切
り
、
ポ
ー
ル
に

入
れ
て
細
か
く
ほ
ぐ
し
、
王
ね
ぎ
、

パ
セ
リ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
生
ク
リ
ー

ム
、
ヒ
ザ
Ⅲ
チ
ー
ズ
と
塩
・
こ
し
ょ

う
を
加
え
て
、
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

四
、
ゆ
で
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ザ
ル
に
上

げ
、
か
る
く
塩
・
こ
し
ょ
う
を
ふ
る
。

R二コ

おいしい塩煮に次々と注文をいただ窒豈Ｌ士

中
標
津
町
農
協
青
年
部
事
業
に
よ
る

じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
＆
缶
ベ
タ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
、
九
月
十
五
日
か
ら
十
七
Ｒ

ま
で
と
二
ｔ
一
一
、
一
一
十
四
Ⅱ
の
五
日
間
、

中
標
津
町
開
陽
台
駐
車
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
中
標
津
産

じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
の
Ｐ
Ｒ
と
国
産
パ
タ

ー
の
在
庫
を
少
し
で
も
消
費
拡
大
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
青
年
部
事
業
で
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
で
、
今
年
で
三
年
ｎ
の

スイート・じゃがポテトじ
ゃ
が
い
も
塩
煮
に
人
気

グ
ラ
タ
ン
Ⅲ
に
入
れ
て
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
散
ら
し
て
ツ
ナ
ソ
ー
ス
を
か
け
、

オ
ー
プ
ン
で
十
㎡
～
二
十
分
焼
く
。

~､~､～材料４人分へ~､~､~､~、

ジャガイモ５００９

バター５０９

砂糖１００９

卵大１個

牛乳大さじ２

バニラエッセンス少々

シナモン少々

卵黄(つや出し用）１２個分

戸-Ｎ

開
催
と
な
り
ま
す
。

販
売
は
、
伯
爵
十
篭
に
缶
パ
タ
ー
ニ

缶
を
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
と
、
仙
爵
十

篭
入
り
の
二
種
類
を
メ
イ
ン
に
販
売
。

ま
た
、
今
年
は
じ
ゃ
が
い
も
塩
煮
の

試
食
も
実
施
し
、
伯
爵
い
も
の
ホ
コ
ホ

コ
と
し
た
お
い
し
さ
が
、
開
陽
台
を
訪

れ
る
観
光
客
の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

販
売
実
績
と
し
て
は
、
五
日
間
で
注

文
、
持
ち
帰
り
を
含
め
缶
パ
タ
ー
セ
ッ

ト
・
’
十
二
セ
ッ
ト
、
伯
爵
八
十
四
ケ
ー

ス
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

【
作
り
方
］

｜
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
洗
っ
て
皮
つ
き
の

ま
ま
ラ
ッ
プ
に
包
み
、
電
子
レ
ン
ジ

で
十
分
加
熱
す
る
。

二
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
柔
ら
か
く
な
っ
た

ら
皮
を
む
い
て
つ
ぶ
し
、
バ
タ
ー
、

卵
、
砂
糖
を
加
え
て
よ
く
混
ぜ
る
。

｜
｜
、
牛
乳
と
バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
、
シ

ナ
モ
ン
を
加
え
る
。

山
、
ア
ル
ミ
カ
ッ
プ
に
三
を
入
れ
、
表

面
に
卵
黄
を
塗
る
。

｜
Ｌ
、
・
翁

１
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
き
れ
い

な
焼
き
色
が
つ
く
ま
で
焼
く
。

/ﾉブ



当
幌
地
区
て
は
第
十
九
回
の
連
合
大

運
動
会
が
九
百
十
五
曰
当
幌
グ
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
参
加
者
全
員
の
一
フ
ジ

オ
体
操
か
ら
始
ま
り
徒
競
走
や
タ
イ
ヤ

転
が
し
、
部
落
対
抗
リ
レ
ー
か
行
な
わ

れ
ま
し
だ
。

ア

この袋の中には､おやつがいっぱい１

定弧飛人魚笑った地域の運動会
当I幌･中標津地区で声援

鑿蕊:iii
h曰

唖

グ‘



i1ii;iiiilliiiliii1ill1 農
作
物
の
豊
穣
、
家
内
安
全
を
願
う
地
域
の
神
社
祭
が
九
月
十
四

日
、
俣
落
、
開
陽
、
武
佐
地
区
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
域
と
も
趣
向
を
凝
ら
し
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
や
地
区
別
対
抗
の
演
芸
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
相
撲
大
会
な

ど
が
行
な
わ
れ
、
秋
の
収
穫
前
の
ひ
と
時
を
、
大
人
も
子
供
も
家
族

揃
っ
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

鍵騨耀鍵[－
神
社
横
に
特
設
舞
台
を
建
設
、
曰
夜

練
習
を
一
重
｜
ね
尼
、
各
地
区
ご
と
の
．
｜
Ｌ
劇

が
披
露
さ
れ
、
見
物
人
も
お
な
か
を
か

か
え
て
大
笑
い
。
ま
た
開
陽
中
標
津

会
の
メ
ン
バ
ー
も
勢
揃
い
。

』
印
頷
亜
〆
Ⅲ
ｈ
Ｉ
〈

上司

Ｚて子犬装い､久一

趣向を凝らした地域の神社祭 地域交流､活性化に
向けた取り組.み

蕊
ブタ



鍵
,霧

歳を感じなし、
はつらつプレー

根室管内農協交流ゲートボール大会

根室管内農協交流ゲートポール大会が９月９日、別海

’｜Ⅱ丁営ゲートボール場で開催され、管内からの代表31チー
馬鈴しょ勅作者全体会議 ム約230人が参加しました。
てん菜振興会役員会 この大会は、lTi]実行委員会（安江八五郎委員長）が主

特別委員会 催し、北海道信連中標津支所、管内農協が後援し今年で

熟年会役員会’３１ｍ目の開催。当ロは晴天に慰まれ、ロ頃の腕前を競う
第３回役員協議会’と共に、歳を感じざせないはつらつとしたプレーが繰り
合理化澱粉工業操業式広げられました。ＪＡ中標津からは４チームが参力11,み
第７１ｎ1青年部役員会ごと俣落チームが準優勝と素晴しい成績を納めました。

をかしくつフーズ㈱取締役会入会結果は次の通り。

生産委員会優勝・広栄Ｂ（ＪＡ別海)､準優勝・俣落（ＪＡＩＩ'標津）

第７１m|理事会３位・本別（ＪＡ計根別）

１日

４Ｍ 

５１」

６日

７日

〃

８日

１１日

141」

l９ｍ 

２１Ｕ 

２６Ｅ 

ｊＰｓＬ 

営農委員会

農家負担軽減支援特別対策説

明会

婦人部支部長会議

第81111青年部役員会

281三

２９Ｆ 

10月16曰､17曰は

一曰皆貯金 ￣ 

'b知ら達農協の就業時間が変わります大きく育てよう農協貯金｜H聖…
孫？＝、

で冬期時間に１０月16日、１７日は農協の－F{皆貯

金のＲで･す。

今年も職員力砦様の各家庭を訪問

し、集金に伺いますのでよろしくご

協力お願いI11L-l二げます。

11月１日から４月30日ま

農協の就業１１寺'1Nがl1H1F1から次の通り変更とを')ま

すのでお知らせいたします。

事務所平'二|は午前９時から午後４時30分まで。土|WRI」

は午前9時から'Ｅ午まで。

貯金窓口・ＡＴＭ平常通り

組勘窓口平|[は午前９時から午後４時30分まで。

Ａコープ午前10時から''二後６１|#まで。

農協前給油所午Iiii8時30分から'｢後６時まで。

桜ケ丘給油所平常ｊｍｌＬ

人エ授精受付時間』Ｉｚｌｌは午後２時まで。上||樫、Ｕ雌、

祝日は午後１時まで.

もっと便利にありと6つ濃かにｃ

』

'i鑿iliiliilii篝Ｉ
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